
泌
尿
器
科
に
つ
い
て

泌
尿
器
科
科
長
　
黒
川 

哲
之

Vol.57

2020年
夏号

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
黒
川
哲
之
で
す
。
泌
尿
器
科
一
般
診

療
の
中
で
、
尿
路
結
石
、
小
児
泌
尿
器
科
、
泌

尿
器
科
腫
瘍
、
排
尿
障
害
を
特
に
専
門
と
し
て

治
療
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
金

曜
日
に
は
福
井
大
学
か
ら
非
常
勤
医
師
の
診
察

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
金
曜
日
担
当
医
師
は
、

女
性
泌
尿
器
科
専
門
で
、
一
般
泌
尿
器
科
だ
け

で
な
く
骨
盤
臓
器
脱
（
子
宮
や
膀
胱
な
ど
が
膣

口
か
ら
の
脱
出
を
認
め
る
疾
患
）
の
診
察
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
私
が
専
門
で
は
な
い
泌
尿

器
科
疾
患
も
補
い
な
が
ら
診
療
体
制
を
構
築
し

て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
特
に
泌
尿
器
科
疾
患
の
中
で
罹
患

率
（
病
気
に
な
る
率
）
が
高
い
尿
路
結
石
（
1

年
間
に
人
口
10
万
人
に
1
3
4
人
：
2
0
0
5

年
全
国
調
査
）
に
対
し
て
の
治
療
を
昨
年
度
よ

り
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
末
に
は
最
新

の
レ
ー
ザ
ー
機
器
（
L
u
m
e
n
i
s 

パ
ル
ス 

1
2
0
H
）
を
導
入
し
ま
し
た
（
北
陸
初
：

2
0
2
0
年
5
月
現
在
導
入
施
設
は
全
国
で
58

施
設
）。
こ
の
レ
ー
ザ
ー
シ
ス
テ
ム
で
、
よ
り

尿
路
結
石
と
前
立
腺
肥
大
症
に
対
し
て
の
治
療

が
進
化
し
ま
し
た
。

尿
路
結
石
の
手
術
は
、尿
の
出
口
（
尿
道
口
）

か
ら
細
い
内
視
鏡
を
入
れ
て
、
直
接
レ
ー
ザ
ー

で
砕
石
し
、
さ
ら
に
摘
出
を
行
い
ま
す
。
従
来

の
レ
ー
ザ
ー
で
も
患
者
さ
ん
の
身
体
的
負
担
は

大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
従
来
品
と
違
い
、

さ
ら
に
結
石
の
割
れ
る
速
度
が
早
く
な
り
、
尿

管
に
対
す
る
ダ
メ
ー
ジ
が
減
り
、
出
血
が
減
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
尿
路
結
石
の
手
術
治

療
に
お
い
て
手
術
時
間
が
短
縮
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
改
善
に
よ
り
、
こ
の
手
術
の
一
番
多
い
合

併
症
の
術
後
発
熱
が
格
段
に
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
尿
管
の
ダ
メ
ー
ジ
が
減
る
こ
と
で
、
尿
管

狭
窄
や
損
傷
も
減
っ
て
お
り
、
体
に
さ
ら
に
優

し
い
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
負
担
が
減
り
さ
ら
に
安
全
な
手
術
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
前
立
腺
肥
大
症
に
対
し
て
の
レ
ー
ザ
ー

手
術
（
H
o
L
E
P
：
ホ
ー
レ
ッ
プ
）
も
開
始
し
、

巨
大
前
立
腺
肥
大
症
で
も
手
術
時
間
の
短
縮
、

出
血
の
減
少
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

最
新
レ
ー
ザ
ー
に
よ
り
出
血
量
減
少
（
以
前
の

レ
ー
ザ
ー
で
行
う
H
o
L
E
P
手
術
と
比
較
し

て
）
し
て
お
り
ま
す
。

腹
腔
鏡
手
術
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
丹
南
地

区
に
安
全
で
安
心
で
き
る
治
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

泌尿器科外来スタッフ一同

腹腔鏡
手術

レーザー
手術



大阪府枚方市出身◉
福井大学を卒業後、2016年3月まで大学病院、
2016年4月から1年間丹南病院、2017年4月
から3年間中村病院（越前市）に勤務していまし
た。またお世話になります。

福井市出身◉整形外科として福井大学に3年勤務、小浜
病院に3年勤務しておりました。専門分野は特に決まっ
てはおりませんが、大腿骨近位部骨折、股関節疾患など
に興味があり、診療で丹南地域の皆様のお役に立てれば
と思います。丹南病院の医療に貢献できるよう日々、努
力したいと思います。どうぞよろしくお願いします。

愛知県名古屋市出身◉
患者さんの生活スタイルにあわせた診療と丁寧
な説明を心がけています。
不安なこと、心配なことがあれば何でもご相談
ください。これからよろしくお願いします。

鯖江市出身◉
27年前、丹南病院で出生し、無事故郷に帰って
きました。医師3年目、精神科志望の内科医です。
たくさん勉強して、吸収して貢献できるように
頑張ります。よろしくお願いいたします。

広島県広島市出身◉
出身は広島ですが、学生時代から沖縄に住み、2
年前から福井にやって来ました。救急医、内科医
として少しでも地域に貢献できればと思います。
よろしくお願いいたします。
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排尿ケアチーム会について
皮膚・排泄ケア認定看護師　山崎 彰子

神明
公立丹南病院
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メールアドレス：tannan-info@jadecom.or.jp

TEL：0778-51-2260　FAX：0778-52-8620
〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31

公立 丹南病院  https://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/tannan/html/● ●

公立丹南病院　在宅事業部

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-51-5234　FAX：0778-51-8242
メールアドレス：tannan-nagomi@jadecom.or.jp

通所リハビリテーションセンター
なごみの里

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-51-5411　FAX：0778-51-8242
メールアドレス：tannan-yotuba@jadecom.or.jp

通所介護
よつばの里

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-52-2050　FAX：0778-52-2151
メールアドレス：tannan-zaitaku@jadecom.or.jp

居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション

はじめまして！私たち「排尿ケアチーム」は泌
尿器科医師、皮膚・排泄ケア認定看護師、脳卒中
リハビリテーション看護認定看護師、看護師、
理学療法士、薬剤師で活動しています。
体の働きは生まれてから成長するにつれて発達
し、年齢を重ねることによって少しずつ衰える、
というのは自然な流れです。それは、排泄におい
ても同じです。排泄は生きていく上でとても大事
でデリケートな行動です。誰しもが「できれば他
人の世話になりたくない」という思いを持ってい
ます。
排泄に対して悩みを持っている
と「誰にも知られたくない」とい
う思いがうまれ、外に出掛けるこ
とや、友人やご家族と楽しく過ご
せなくなる方もいます。入院され
る方や排泄で困っている方に「ど
んな生活を送りたいですか？」と
聞くと、ほとんどの方は「トイレ
は1人で行きたい」と言われます。

入院がきっかけとなり排泄への介助が必要となる
と、退院した後の生活を変えなければいけません。
私たち「排尿ケアチーム」は、患者さんやご家

族の方が希望される排泄の行動を一緒に考え、気
持ちよく排泄ができるように入院中から退院した
後も、寄り添い、お手伝いしていきます。1人で
も多くの方が排泄でつらい思いをしない、いきい
きとした気持ちの良い“自分らしい生活を送る”
ことができるように、チームで力を合わせてサ
ポートいたします。


